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Table 1 に面接調査協力者の一覧を示す。年齢は 20 代から 60 代で平均年齢は 32.2 歳
（SD=13.9），経験年数はペアレント・トレーニングの実施年数を指しており平均 3.6 年（SD=2.7）
であった。面接時間は 30 分から 40 分の設定とし，平均面接時間は 40.6 分（SD=9.8）であった。
面接内容は調査協力者の同意を得た後に録音した後，逐語録を作成した。録音は ICレコーダー










名称 性別 年齢 経験年数 職種 時間 場所
A 女 40 代 8 保健師 40 分 行政機関の一室
B 女 20 代 4 保健師 43 分 行政機関の一室
C 男 20 代 3 保健師 53 分 行政機関の一室
D 女 40 代 1 保健師 22 分 行政機関の一室
E 女 30 代 1 保健師 37 分 行政機関の一室
F 女 40 代 7 臨床心理士 41 分 飲食店
G 女 20 代 2 心理士＊ 55 分 飲食店
H 女 20 代 1 大学院生 34 分 教育機関の一室
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